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1
月
31
日
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰
70
周
年
記

念
第
19
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

が
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
７
８
３
名
が
参
加
。

先
着
20
組
が
ケ
ラ
マ
ツ
ツ
ジ
の
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
降
っ
た
雨
は
開
会
式
に

は
あ
が
り
、参
加
者
は
明
る
い
日
差
し
の
な
か
、

ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
と
森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
１
キ
ロ
、
４
キ
ロ
、
６
キ
ロ
の

３
つ
で
、
一
帯
は
奄
美
群
島
国
立
公
園
、
一
部

が
世
界
遺
産
エ
リ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
水
辺
の
広
場
は
、
貴

重
な
水
生
生
物
の
生
息
地
。
令
和
４
年
度
に
は

生
息
地
を
守
る
た
め
に
池
の
整
備
を
行
っ
た
ほ

か
、
池
の
周
り
を
散
策
で
き
る
歩
道
も
整
備
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
水
辺
の
広
場
に
驚
い
た
人
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
あ
ま
み
商
工
会
、
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ

ー
タ
ー
（
株
）、
日
本
航
空
（
株
）
の
協
賛
に

よ
る
恒
例
の
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
航
空

券
や
イ
セ
エ
ビ
、
紬
製
品
な
ど
の
豪
華
な
商
品

が
用
意
さ
れ
、
景
品
を
受
け
取
る
沢
山
の
笑
顔

が
見
ら
れ
ま
し
た
。　

　

奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
は
、
こ
れ
か
ら

様
々
な
生
き
物
が
観
察
で
き
る
季
節
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

まほろば大和ウォーキング大会
3 年ぶり！
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2023 冬 大和村の今年のタンカン

大
和
村
の
冬
の
味
覚
タ
ン
カ
ン

　

大
和
村
で
は
タ
ン
カ
ン
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
暖

の
差
が
あ
る
名
音
の
福
元
地
区
を
は
じ
め
、
傾
斜
や
平
地
の
畑

で
も
タ
ン
カ
ン
の
木
々
を
見
か
け
ま
す
ね
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
紹

介
す
る
通
り
、
大
和
村
の
タ
ン
カ
ン
は
高
品
質
。
甘
く
て
ジ
ュ

ー
シ
ー
な
味
が
自
慢
で
す
。

　

今
年
は
高
温
や
日
照
不
足
、
寒
波
に
よ
る
急
激
な
気
温
低
下

な
ど
タ
ン
カ
ン
に
と
っ
て
は
厳
し
い
気
象
条
件
に
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
酸
切
れ
が
早
く
、
糖
度
が
の
り
に
く
く
、
着

色
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
環
境
で
あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
の

努
力
に
よ
っ
て
品
質
の
良
い
タ
ン
カ
ン
が
全
国
に
送
り
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
豊
作
傾
向
で
、
み
な
さ
ん
も
口
に
す
る
機
会
が
多
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
生
産
量
は

　
　

  

約
35
ト
ン

　

昨
年
の
生
産
量
は
37
ト
ン
。
今
年

も
同
等
の
豊
作
で
し
た
。

タンカン品評会で玉野さんが金賞！
　

２
月
８
日
、
令
和
４
年
度
の
奄
美
群
島
タ

ン
カ
ン
品
評
会
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
出
品
は
60
点
で
、
大
和
村
か
ら
は

11
点
。
そ
の
中
か
ら
福
元
地
区
で
農
園
を
営

む
３
名
が
入
賞
し
ま
し
た
。
２
Ｌ
階
級
の
金

賞
に
玉
野
公
和
さ
ん
の
タ
ン
カ
ン
が
選
出
さ

れ
、
去
年
に
引
続
き
２
連
覇
。
ま
た
、
２
Ｌ

階
級
の
銀
賞
に
藤
村
秀
久
さ
ん
、
L
階
級
の

銅
賞
に
大
海
昌
平
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

22
日
に
役
場
で
表
彰
状
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
玉
野
さ
ん
は
「
気
象
条
件
に
不
安
が
あ

る
中
の
で
入
賞
は
、福
元
の
地
の
利
だ
ろ
う
。

L
部
門
で
の
入
賞
も
目
指
し
た
い
。」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

福元に農産園芸共同利用施設がオープン！
　

２
月
７
日
、
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
敷

地
内
に
新
し
く
で
き
た
農
産
園
芸
共
同
利
用

施
設
で
落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
福
元
地
区
で
栽
培
さ
れ
る

タ
ン
カ
ン
を
効
率
よ
く
商
品
化
す
る
目
的
で

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
内
に
は
タ
ン
カ
ン

の
箱
を
自
動
で
持
ち
上
げ
て
選
果
用
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
に
流
す
機
械
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。「
自
動
化
に
よ
り
腰
へ
の
負
担
が
削

減
さ
れ
る
」「
今
ま
で
は
畑
と
ま
ほ
ろ
ば
館

の
加
工
場
へ
の
往
復
が
大
変
だ
っ
た
の
で
助

か
る
」
と
農
家
さ
ん
か
ら
は
喜
び
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

神奈川県大和市でタンカン PR 販売 大盛況！
　

２
月
20
日
、
神
奈
川
県
大
和
市
で
、
大
和
村
長

と
村
職
員
が
大
和
村
の
タ
ン
カ
ン
を
販
売
し
ま

し
た
。
販
売
は
多
く
の
人
で
賑
わ
う
小
田
急
電

鉄
大
和
駅
前
の
大
和
骨
董
市
の
一
画
。
大
和
市

で
の
タ
ン
カ
ン
販
売
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
和
村
か
ら
発
送
し
た
タ
ン
カ
ン
５
０
０
Kg
は

午
前
中
で
完
売
。
大
和
市
の
Ｆ
Ｍ
や
ま
と
で
放

送
さ
れ
て
い
る
大
和
村
の
番
組
を
聞
い
た
方
や
、

大
和
村
が
広
告
を
出
し
た
Ｆ
Ｍ
や
ま
と
の
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
を
見
た
方
、
島
に
縁
が
あ
る
方
も

来
店
し
て
く
れ
ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も

多
く
、「
や
っ
と
大
和
村
の
タ
ン
カ
ン
が
食
べ
ら

れ
る
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

今年のハサミ入れ式の様子
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シマ

村を学びの場に
　令和４年 10 月に包括連携協定を締結し、大
和村にキャンパスを置くインフィニティ国際
学院（学院長　大谷真樹）が大和村での活動
を開始しました。インフィニティ国際学院は、
世界と日本各地を舞台に学ぶグローバルスク
ールで、国内では北海道の上川町と大和村が
キャンパス。今回は、中等部の生徒２名と学
院職員が 1 月におよそ 3 週間にわたり大和村
の各地に滞在。自発的な学びをすすめるなか
で、まほろば大和ウォーキング大会に参加し
たり、地域の人びととふれあう機会もあった
りしたようです。国直集落では、地域の人た
ちと「ひきゃげ」作りにも挑戦しました。中
学校 1 年生の斎藤洋平さんは「包丁を使った
り、餅粉を練ったりしたのも初めて。孫みた
いに接してくれて嬉しい。大和村は大きなフ
ァミリーみたいだと思った」と嬉しそうに話
してくれました。次回は旧戸円小中学校を利
用する予定です。

生涯学習の成果を披露

　広報やまとの表紙写真が、令和 4 年鹿児島
県広報コンクールの一枚写真部門で入賞しまし
た。令和 4 年 1 月号で、作品名は「切干大根の
シャンデリア」。冬の風物詩といえる白く輝く
切干大根を表紙にしたいとの想いで、集落内で
撮影場所を探していたところ、大金久で素晴ら
しい場所を発見。撮影にご協力いただいたお二
人に改めて感謝いたします。ありがとうござい
ました！
　これからもより良い広報誌となるよう務めて
い参ります。

故 福山さんに叙勲
　2 月 15 日、名音郵便局の川内雄心局長が、
故 福山一憲さんの遺族に瑞宝単光章を伝達し
ました。瑞宝章は公務等に従事し功労を積み
重ね成績を挙げた方に贈られます。福山さん
は昭和 30 年から平成 3 年まで 35 年の長きに
わたり名音郵便局に勤務し、地元に貢献され
ました。妻のモトメさんは「仕事一筋のお父
さんで、兄弟家族のために一生懸命働いてく
れた。」と振り返り「こんなに大きな章をいた
だけるとは。」と喜んでいらっしゃいました。
誠におめでとうございます。

シイタケ栽培に挑戦！
　2 月 4 日、実証農園において、林業に親し
み食への感謝を感じる心を育むことを目的と
して大和っ子スクールが開催され、子どもた
ちがシイタケの駒打ちを体験しました。
　村内の小学生 12 名が参加し、原木にドリ
ルで穴を開けるところから体験。また昨年打
ち込んだ原木から、シイタケの収穫を行いま
した。「ドリルで穴を開けるのが少し怖かった
けど、木槌で菌をたたくのは面白かった」、「来
年の収穫が楽しみ」などの感想が聞かれまし
た。

　2 月 19 日、大和村防災センターにおいて大
和村公民館講座合同閉講式並びに公民館講座発
表会が開催されました。令和 4 年に開講された
19 講座の受講生は 191 名。６割以上出席した
受講生は 82 名で、一度も欠席することなく受
講した方に贈られる精勤賞は 29 名でした。精
勤賞は受賞者を代表し、最高齢受講者の伊集院
京子さんに手渡されました。また、図書車から
40 冊以上を借りた児童生徒 56 名へ読書賞の授
与も行われました。
　あわせて開催された発表会では、手芸や短歌
等の作品の展示と、フォークギター、三味線な
どの演奏や、島唄、カラオケ等の唄の披露、ダ
ンスのステージなど、それぞれの講座における
取組成果が披露され、3 年ぶりのステージに会
場は盛り上がりをみせていました。令和５年度
は 18 講座が開講され、受講の応募は４月 14 日

（金）までです。

ゲストハウス開業
　3 月１日、大和村営ゲストハウスが名音で
オープンしました。公募により運営を委託し
た（株）名音森林総合開発（代表取締役　福
山良平）が「K

カ ミ ミ チ

AMIMICHI N
ナ オ ン

AON」として営業
を開始しています。すぐそばを通る神道にち
なんで名づけられ、集落の文化や自然を体験
しながら滞在できる施設を目指しています。
宿泊は 3 ～ 30 泊までの中長期滞
在型。Wi-Fi を完備しワーケーシ
ョンにも好適。定員は 2 名で一
棟貸し、一泊 8,000 円からです。
HP から予約ができます。

KAMIMICHI 
NAON

（カミミチナオン）

広報コンクール入賞
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シマ

弦楽の響きを間近に
　2 月 24 日、大和村体育館で弦楽四重奏の
ミニコンサートが行われました。これは 25
日に奄美文化センターで開催された「ほこら
しゃ奄美音楽祭」に出演したオーケストラの
メンバーが各市町村で行った演奏会の一環。
村内の保育所生から中学生、教職員らおよそ
120 名がプロの演奏を間近に楽しみました。 
　演奏のほかクイズ形式で楽器の紹介があ
り、子どもたちは興味津々。積極的に答える
姿がありました。普段は見慣れない楽器を身
近に感じるひと時となったことでしょう。

福祉分野で民間と協定
　1 月 26 日、アイズカンパニー（代表取締役
会長兼 CEO　園田明）との包括連携協定の締
結式が行われました。同社とそのグループ会
社は、奄美を拠点にスポーツブランド「バイ
オレーラ」や子どもの育成などの社会貢献活
動に取り組む民間企業。大和村では平成 30 年
から学童保育の運営に携わっています。今回
の協定は、障害者福祉・児童福祉の充実、地
域スポーツ振興などの５つの分野に関するも
の。今後福祉分野の事業がより効果的に展開
できるよう十分に連携をすすめてまいります。

アマラビグッズを披露
　3 月 3 日～５日までの 3 日間、奄美大島世
界遺産センターにおいて、アマラビマルシェ
を開催しました。これは、令和 7 年に開館予
定のアマミノクロウサギ研究飼育施設（仮称）
の売店で販売する商品開発支援の一環。研究
飼育施設の展示設計を行う（株）乃村工藝社
と企画観光課で、商品の選定と開発を行い、
今回の販売会で商品の披露と施設のＰＲを図
りました。
　販売された商品は、村内の７事業者と村外
の３事業者による 24 品目。Ｔシャツ、アク
セサリー、お菓子などが並びました。規格外
のタンカンの皮を利用したお菓子を製造した
のんティダの会の重野弘乃さんは、「これまで
自分たちで消費する目的で作ってきたものが、
パッケージを整えて商品として完成したこと
が嬉しい。来シーズンも作りたい」と生産意
欲を高めていました。

JAL ツアーで農作業
　日本航空が JAL ふるさとワーキングホリデ
ーを主催し、全国各地からの参加者 19 名が
大和村に滞在しました。これは、個性豊かな
地域に滞在し、地元の農作業などを通じて地
域づくりを学ぼうというもので、参加者は大
和村に 2 週間滞在し、タンカンの収穫や選果、
加工などの作業を体験しました。農作業の他、
観光や移住者との交流会などが行われ、地域
の人々との交流を深めていました。
　参加した大学２年の山崎陽香さんは、東京
の生まれ育ちですが、曾祖母が奄美に暮らし
ているため島には何度も来たことがあるとの
こと。「これまでは楽しいだけの奄美だったが、
長く滞在することで地域の課題が見えるかも
しれない。来年から大学で奄美について研究
をしたい」と話していました。また、「地域の
方との交流で人の温かさを感じた」という声
もあり、都会では体験できない貴重な時間と
なったようです。

温浴施設に期待大
　３月 7 日、（株）グレイ美術が大棚石川で建設
を進めている温浴施設「奄美温泉　大和ハナハ
ナビーチリゾート」の地鎮祭が行われ、関係者
らが参加し、工事の安全を祈願しました。
　また、（株）グレイ美術から企業版ふるさと納
税として多額の寄付金が寄せられたことから、
同日、大和村防災センターにおいて感謝状贈呈
式を行いました。大和浜出身の代表取締役 浜崎
哲義さんは、「建設中の温浴施設は、雇用や移住
促進など大きな経済効果が出ると確信している。
事業を成功に導き、来期も寄付できるように務
める。」と意気込みを述べられました。伊集院村
長は「故郷を思う強い気持ちに感謝する。村と
しては、観光客が大和村の隅から隅まで楽しめ
る周遊ルート作りに取り組みたい。頂いたご寄
付は、観光振興、地域振興に活かしていきたい。」
と感謝のことばと今後の展望を語りました。

アマラビ…アマミノクロウサギの英語名（アマミラビット）の略
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　まるごと大和村では、3 月 4 日～ 26 日

の 22 日間、島民が宿泊や体験を最大 5,000

円割引きにできるイベントを開催しまし

た。これは新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金を活用し、島内に向け

て大和村の観光を PR し、リピーターを増

やす目的です。短い期間でしたが、多くの

方にご参加いただきました。ありがとうご

ざいました。　

　さて、今回は冬だったこともあり、天候

に左右されないマッサージ系が人気でし

た。確かにのんびりとした大和村の雰囲気

はリラクゼーションにぴったりですね。こ

れからは大和村でもヘルスツーリズムが期

待できると新たな可能性を感じました。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　2023 年 3 月 13 日から、屋内・屋外を問わず

マスクの着用が個人の判断に委ねられました。

　厚生労働省は、マスク着用を呼びかける場面

として①医療機関を受診する時、②医療機関や

高齢者施設などを訪問する時、③通勤ラッシュ

時など、混雑した電車やバスに乗車する時を挙

げています。

　医療者側も新型コロナの診療では、マスク・

眼の保護・手袋・長袖ガウンなど個人防護具を

使っていましたが、接触感染リスクは高くない

ことから見直されています。すなわち、飛沫曝

露が少ない診察ではマスクだけが必須、飛沫曝

露が多い診察ではマスクと眼の保護が必須です。

新型コロナの検査を行うときはこれに加えて手

袋が必要です。長袖ガウンは接触度が高いとき

のみ必要となりました。プラスチック製品はウ

イルスが付着しやすく、使い続けると感染源に

もなるため注意が必要です。

　過渡期のため対応に難渋することがあると思

われます。それぞれの現場でご参考にされてく

ださい。

Vol. 40

文／小川 信

We Love やまとそん！ 島っちゅ割を開催しました
文／事務局　三田もも子

【文献】

1)　厚生労働省 , https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kansentaisaku_00001.html
2)　医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド , 日本環境感染学会 , 
　　http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/COVID-19_taioguide5.pdf

新しいコロナ対応について

【村内マッサージ事業者】

・プライベートビューティリゾート  
　　　　　　　　      ステラ（湯湾釜）

・リンパマッサージ Change（国直）

大切な飼い猫の証明書を作りませんか？
～まやにゃんバーカードを発行します～
奄美大島５市町村で構成する奄美大島ねこ対策協議会では、
飼い猫の証明書となる「まやにゃんバーカード」を
４月３日から開始します。 ※まやとは？→奄美の方言で猫の意味

　このカードは飼い猫を適正飼養している飼い主の方に、
これまで以上に愛情をもって猫に接していただくことを目的と
しています。
　カード所有者を対象にしたイベントや特典も企画予定ですの
で、大切な飼い猫のカードを作ってみませんか？

※カラーは５色（グリーン、ブルー、オレンジ、ピンク、ブラウン）から選べます。

希望者にはキャットレスキュー
明示も付加可能です。

※飼い主の緊急時に飼い猫の保
護を求めることができます。

（例）キャットレスキュー明示で作成

問合せ：大和村住民税務課　電話 0997-57-2127

※見本（表）

※見本（裏）

発行対象者　※下記条件をすべて満たしている飼養者が対象となります

　　①大和村への飼い猫登録が済んでいること
　　②避妊去勢手術が済んでいること
　　③マイクロチップ装着が済んでいること
　　④完全室内で飼養していること

申請方法　

　　①担当窓口による申請（掲載する飼い猫の写真データを持参ください）
　　②インターネットによる申請
　　　下記、QR より申請してください。

発行手数料　

　　1,000 円

その他

　　・申請から発行まで１週間程度かかります。
　　・窓口での申請の場合は郵送となります。
　　・Web による申請の場合は窓口での受領となります。

インターネットによる
申請はこちらから
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知

●
保
健
福
祉
課
よ
り

【
P
C
R
検
査
等
費
用
助
成

　
　
　
　
　
　   

終
了
の
お
知
ら
せ
】

【
特
別
障
害
者
手
当
及
び
障
害
児
福

祉
手
当
に
つ
い
て
】

□
目
的

    

重
度
の
障
害
児
又
は
障
害
者
に
対
し
て
、
そ

の
障
害
に
よ
り
必
要
と
な
る
精
神
的
、
物
質
的

な
特
別
の
負
担
の
軽
減
の
一
助
と
し
て
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
特
別
障
害
児
及
び
特
別

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

□
支
給
要
件

⑴ 
障
害
児
福
祉
手
当

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を
有
す
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。   

⑵ 

特
別
障
害
者
手
当

精
神
又
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
を
有
す

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
20
歳
以

上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
や
長
期
間
入

院
し
て
い
る
方
は
、
支
給
の
対
象
外
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

□
支
給
月
額                                                                   

⑴ 

障
害
児
福
祉
手
当

令
和
５
年
３
月
ま
で　

1
万
4
8
5
0
円

令
和
５
年
４
月
か
ら　

1
万
5
2
2
0
円

【
大
和
村
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
】

●
教
育
委
員
会
よ
り

　

教
育
委
員
会
で
は
、
大
和
村
奨
学
基
金
の
返

済
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
支
援
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
当
制
度
は
、
村
で
育
っ
た
人
材
が

高
等
教
育
機
関
で
学
び
、
そ
こ
で
習
得
し
た
知

識
・
技
術
を
地
元
に
還
元
す
る
流
れ
を
構
築
す

る
こ
と
で
定
住
人
口
の
増
加
を
図
り
、
集
落
活

性
化
・
地
域
力
の
向
上
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
と
す
る
奨
学
制
度

大
和
村
奨
学
基
金
（
入
学
準
備
金
、
奨
学
金
）

□
支
援
内
容　

返
済
支
援
金
の
助
成

　

奨
学
金
利
用
者
本
人
が
借
り
た
奨
学
金
を
返

済
期
間
で
割
っ
て
、
年
間
ご
と
に
遅
滞
な
く
返

還
し
た
分
を
年
１
回
支
出
。

□
支
援
要
件

大
和
村
に
住
所
を
有
す
る
者　

　

詳
し
く
は
、
大
和
村
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会

電
話　

０
９
９
７
‐
５
７
‐
２
１
５
４

⑵ 

特
別
障
害
者
手
当

令
和
５
年
３
月
ま
で　

2
万
7
3
0
0
円

令
和
５
年
４
月
か
ら　

2
万
7
9
8
0
円

□
支
払
時
期

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
に

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
所
得
制
限

受
給
資
格
者
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額

に
よ
っ
て
は
、
支
給
制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

電
話　

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

『
相
続
登
記
』
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土
地
は
、
所
有

者
が
分
か
ら
な
い
状
態
と
な
り
、
管
理
や
利

用
が
難
し
い
た
め
、
公
共
事
業
や
復
旧
・
復

興
事
業
の
妨
げ
と
な
る
な
ど
、
様
々
な
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
消
の
た
め
に
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
不
動
産
の
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
又
は
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

電
話
0
9
9
7
‐
５
２
‐
０
3
7
6

●
鹿
児
島
地
方
法
務
局
よ
り

【
指
定
ゴ
ミ
袋
が
変
わ
り
ま
す
】

【「
働
き
た
い
」
を
応
援
！
】

　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通
称

「
サ
ポ
ス
テ
」
で
は
「
働
き
だ
す
力
を
引
き
出

し
職
場
に
定
着
す
る
ま
で
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
就
活
に
一
歩
踏
み
出
せ
な

い
方
の
不
安
や
思
い
を
丁
寧
に
聴
く
こ
と
か
ら

は
じ
め
ま
す
。

　

実
際
の
仕
事
探
し
で
は
適
性
診
断
（
簡
単
な

質
問
か
ら
適
性
が
あ
る
職
業
を
診
断
）
や
実
践

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
講
座
な

ど
一
人
ひ
と
り
に
密
着
し
て
支
援
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
働
く
ま
で
に
必
要
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
段
階
的
に
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
サ
ポ
ス
テ
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者　

概
ね
15
歳
～
49
歳
の
方
及
び
家
族

□
相
談
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

8
時
30
分
～
17
時　
（
土
日
祭
日
は
除
く
）

□
相
談
会
場　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
あ
ま
み
サ
テ
ラ
イ
ト

□
相
談
料　

無
料
（
予
約
制
）

◆
問
合
せ　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ま

み
サ
テ
ラ
イ
ト

奄
美
市
名
瀬
港
町
5
‐
31

電
話  

0
9
9
7
‐
５
４
‐
0
0
0
1

am
am

i-saposute@
roukyou.gr.jp

　

３
月
11
日
～
４
月
10
日
は
、危
険
ド
ラ
ッ
グ
・

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
防
止
強
調
月
間
で
す
。
危
険

ド
ラ
ッ
グ
を
乱
用
す
る
と
、
お
う
吐
や
け
い
れ

ん
、
意
識
消
失
な
ど
が
起
き
、
死
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
精
神
へ
影
響
を
及
ぼ

し
、
自
分
の
意
思
で
乱
用
を
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
危
険
ド
ラ

ッ
グ
は
大
変
危
険
な
薬
物
な
の
で
、
好
奇
心
な

ど
か
ら
安
易
に
手
を
出
し
た
ら
絶
対
に
い
け
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
近
年
、
本
県
に
お
い
て
も
、
大
麻
に

よ
る
検
挙
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

30
歳
未
満
の
若
者
の
間
で
の
増
加
が
目
立
っ
て

お
り
、
増
加
の
一
因
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
大
麻
の
危
険
性
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報
が

あ
ふ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。家
庭
、

学
校
、
地
域
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
危
険
ド

ラ
ッ
グ
や
大
麻
等
の
薬
物
乱
用
防
止
に
務
め
ま

し
ょ
う
。

◆
問
合
せ　

名
瀬
保
健
所

電
話
0
9
9
7
‐
5
2
‐
5
4
1
1

鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部
薬
務
課
電
話　

電
話 

0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
8
0
4

【
危
険
ド
ラ
ッ
グ
・
シ
ン
ナ
ー
等

　
　
　
　
　
　
乱
用
防
止
強
調
月
間
】

　

ご
自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で
保

管
す
る
制
度
で
す
。
大
切
な
遺
言
書
の
紛
失

や
改
ざ
ん
を
防
止
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
身

の
財
産
を
ご
家
族
へ
確
実
に
託
す
方
法
の
一

つ
と
し
て
自
筆
証
書
遺
言
を
検
討
さ
れ
る
に

当
た
っ
て
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
利
用
に
は
事
前
予
約
及
び
手
数
料
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
又
は
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
奄
美
支
局

電
話
0
9
9
7
‐
５
２
‐
０
3
7
6

【
な
く
そ
う
所
有
者
不
明
土
地
】

【
預
け
て
安
心

　
　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
】

●
か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り

　

令
和
５
年
度
か
ら
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

指
定
ご
み
袋
の
形
状
が
変
わ
り
ま
す
。
販
売
価

格
、
使
用
方
法
、
ご
み
が
入
る
量
は
、
現
在
使

用
し
て
い
る
ご
み
袋
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
在
庫

の
都
合
で
【
旧
】【
新
】
の
指
定
ご
み
袋
が
同

時
期
に
販
売
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る【
旧
】指
定
ご
み
袋（
ロ

ー
ル
式
）
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

旧ゴミ袋新ゴミ袋

　

大
和
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査

費
用
等
助
成
は
、
令
和
５
年
３
月
31
日
で
終

了
い
た
し
ま
す
。

※
令
和
５
年
３
月
31
日
検
査
実
施
分
ま
で
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
申
請
に
は
領
収
書
、
診
療
明
細
書
、

振
込
口
座
等
が
確
認
出
来
る
も
の
、
印
鑑
が

必
要
で
す
。

　

申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

□
申
請
期
限　

令
和
５
年
４
月
21
日
（
金
曜
日
）
ま
で

◆
保
健
福
祉
課

電
話　

0
9
9
7
‐
5
7
‐
2
2
1
8

使用する前の袋
（購入時）

広げた状態の袋
（使用時）

使用する前の袋
（購入時）

広げた状態の袋
（使用時）

法務省 HP

あまみFMディ！ウェイブ 

月～土曜日
9：00／ 14：30

広報やまとラジオ便
  リッスントゥーミーひらとみ

放送中
77.7MHz

感想・ご意見お待ちしています！

法務省 HP

動画公開中！

目指せ  1 万回再生！

YouTube で
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父 航さん　

母 莉香さん（大和浜）

保護者からのコメント

「お兄ちゃん 2人にもまれて、たくましく

元気にスクスク大きくなってね。」　　

さん畑島 健
けんせい

清 

Children are Precious

  H
ap

py 1st Birthday  1
さ

い 
おめでと

う

1 さい おめでとう

Happy 1st Birthday

1
歳
お
め
で
と
う

国立公園内での行為について 

～国立公園内での開発行為等については，手続きが必要です～ 

 

 国立公園は自然の風景地を保護し，その利用促進を図り，国民・県民の保健・教養・教化に資するとともに，生物の多様性を確保することを目

的として国（環境省）の指定を受け管理されているもので，奄美群島の一部地域は，奄美群島国立公園に指定されています。 

 国立公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が規制されています。国立公園内において，次のような開

発行為等を行う場合は，事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必要となります。 

  

○ 手続きの必要な行為（一例） 

 第１種 
特別地域 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 ③鉱物や土石の採取 ④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 ⑦屋根・壁面の色彩の変更 
                      など 

  

特別 
保護 
地区 

特別地域の規制に加えて 
①木竹の損傷 ②木竹の植栽 ③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵 ⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等 ⑦落葉・落枝の採取 
                   など 

 第２種 
特別地域 

  

 第３種 
特別地域 

  

          

普通 
地域 

①一定規模以上の工作物の新改増築 
（建築物高さ 13m 又は延面積 1000 ㎡，鉄塔高さ 30m，送水

管長さ 70m など） 
②鉱物や土石の採取 ③広告物の掲出④土地の形状変更 
                      など 

  
海域 
公園 
地区 

①工作物の新改増築 ②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 ④海底の形状変更 
⑤物の係留（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓                 

など 
 

○ 許可申請・届出の手続き（令和４年度から一部変更があります。） 

⑴  申請・届出の様式（令和４年度から新様式になっています。） 

・様式や必要な添付書類・記載要領については，環境省のＨＰに掲載されています。(下記URL又はQRコードからアクセスできます。） 

⑵  標準的な処理期間  

・申請内容や申請先により異なりますが，通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く） 

⑶  注意事項 

・自己所有地であっても，国立公園内での行為においては，事前に手続きが必要となります。自己所有地が公園区域に入っていないか，

公園区域図を参考に事前によくご確認ください。公園区域に入っていた場合は，以下のお問い合わせ先への事前相談をお願いいたしま

す。また，行為箇所の国立公園区域内外の判別ができない場合も以下のお問い合わせ先に御相談ください。 

・行為の種類，規模，公園の種類，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の場所や内容によっては，許可ができ

ない場合もあることから，申請・届出の前に事前相談いただくようお願いいたします。 

・自然公園法の改正が令和４年４月１日に行われたことに伴い，許可が必要な項目や，審査基準に変更があります 

・申請等の内容に応じて提出先が異なりますので、申請等に際しては以下のお問い合わせ先へご確認下さい。 

・非常災害により国立公園内で法で定められた行為の必要性がある場合においても，基本的には許可申請又は届出の手続きが必要です。 

また，非常災害のために必要な応急処置としての行為を行った場合には，当該内容をその行為をした日から起算して１４日以内に届け 

出る必要があります。 

 

○ 違反行為について 

自然公園法の規定に違反しての行為や，無許可での行為等については，罰則が設けられています（１年以下の懲役又は100万円以下の罰金

等）。また，違反行為から国立公園を保護するために必要があると認めるときは，原状回復を課す場合があるため，必ず許可を得てから行

為を行うようご留意ください。 

※ 自然公園法の改正に伴い，従前より罰則が厳重になっています。 

☆国立公園の範囲や区域内での許可申請・届出について，不明な点がありましたら，下記にお問い合わせください。 

○ お問い合わせ先 

  環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜界島・与論島所管）              電話 ０９９７－６９－２２８０ 

  環境省奄美群島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・沖永良部島所管）  電話 ０９９７－８５－２９１９ 

大島支庁総務企画課 商工観光係  電話 ０９９７－５７－７２１５ 

行為地の市町村役場  

○ 許可申請書の提出先  

環境省：行為地の所管事務所（上記参照） 県（大島支庁）：行為地の管轄市町村役場 

○ 環境省及び県のホームページ（検索方法） 

・（環境省国立公園関係）環境省_奄美群島国立公園 

URL: https://kyushu.env.go.jp/okinawa/procedure/pro_5.html 

・（鹿児島県国立公園関係）鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→くらし・環境→自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出書様式 

URL: https://www.pref.kagoshima.jp/kurashi-kankyo/kankyo/sizenkouen/yousiki/index.html 
 

環境省国立公園関係 

ＨＰのＱＲコード 

鹿児島県国立公園関係 

ＨＰのＱＲコード 

ロードキル
ストップ

今年 11 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2023 年３月 12 日現在

不明・その他　22 件

ケガをしている、死んでいるアマミノク
ロウサギを発見したらお電話ください！

　　　奄美野生生物保護センター　
　　　電話　0997-55-8620

大和村長のフォトダイアリー
　神奈川県大和市の骨董市にて「たんかん PR
販売」を３年ぶりに開催することができました。
前日には、販売会の PR のため、大和市のラジ
オ局「FM やまと」に出演しました。私は年に
数回大和市長へ表敬訪問を行いますが、その際
にも FM やまとのラジオを通して、大和村の近
況報告なども発信させて頂いております。また、
FM やまとでは毎月、大和村の情報を発信する
番組を放送しており、多くの市民の方々にご試
聴頂いております。これからも大和市さんとの
関係を続けながら特産品の販売展開等に繋げて
参りたいと思います。

写真と共に村長の活動を報告いたします。
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大
金
久
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溝
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（
95
歳
・
名
音
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

政 

眞
太
郎
様
（
奄
美
市
）

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

和
田 

友
則 

様
（
東
京
都
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　

寄
附
者
様 

49
名　

こせきの窓

人口 1414 人 （△ 12）
男 712 人 （±   0）
女 702 人 （△ 12）
世帯 850 世帯 （△   6）

　３月１日現在
（前年同月比）

毎月最終土曜日11：20～ 11：30

（再放送は翌水曜日の 7：15～）

奄美では JCBAインターネットサイマルラジオで

聞くことができます。

「大和村の教えてシマッチュ！」

神奈川県大和市のFM YAMATO

国立公園内での行為について
～国立公園内での開発行為等については、手続きが必要です。～
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す　

な
つ
か
し
い
ね
ぇ
～
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
の
髪
型
と
か
。

重　

大
和
浜
は
埋
め
立
て
る
前
は
き
れ
い
な

砂
浜
だ
っ
た
よ
。
舟
こ
ぎ
は
集
落
代
表
と
、

事
業
者
代
表
の
チ
ー
ム
が
あ
っ
て
一
ヶ
月
間

み
っ
ち
り
練
習
し
て
い
た
よ
。
当
時
は
大
和

浜
か
ら
津
名
久
ま
で
の
直
線
コ
ー
ス
だ
っ
た

ね
。
舟
こ
ぎ
大
会
の
開
場
は
、
大
和
浜
と
大

棚
で
持
ち
回
り
だ
っ
た
な
。

す　

今
よ
り
も
人
口
が
多
か
っ
た
ね
。

重　

当
時
、
国
直
は
漁
業
で
飯
を
喰
っ
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
し
、
普
段
か
ら
板
付
け
船

を
使
っ
て
い
た
か
ら
舟
こ
ぎ
は
早
か
っ
た
！

林
業
の
人
た
ち
は
舟
こ
ぎ
を
習
い
に
い
っ
て

い
た
よ
。

す　

こ
の
こ
ろ
は
舟
こ
ぎ
は
見
て
い
る
だ
け

だ
っ
た
け
ど
、
思
勝
に
来
て
か
ら
は
舟
こ
ぎ

大
会
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
練

習
し
た
よ
～
。

発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）
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ふ
ぉ
と
ぐ
ら
ふ

第６回

産
業
ま
つ
り
の
舟
こ
ぎ

昭
和
52
年
　
大
和
浜

国直チーム思勝チーム

当時 25 才の赤井すず子さん

※
現
在
、
広
報
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
見
つ
け
た
懐
か
し
い
写
真
に
つ
い
て
、
写
っ
て
い

る
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

赤
井
重
和
さ
ん
、
す
ず
子
さ
ん
（
思
勝
）

お
話
を
伺
っ
た
人


